２．キリンビール株式会社
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自然も人もうれしい明日を。
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※ＬＣＡ（Life-Cycle-Assessment）


製品の資源採取から廃棄までのライフサイクル全体で発生する環境負荷を総合的に分析・評価する手法





水の恵みを守る活動





ビールを1本つくるためには、およそ９倍の水を使います。これほどたくさんの水を使うのは、主に、タンクや配管、容器の洗浄のためです。もちろん、おいしいビールづくりには、良質な水が必要であり、これまでは、醸造に使うために水を磨いたり、洗浄に使った水をきれいにして返すための取り組みを行ってきました。


１９９９年からは、キリンビールの水へのこだわりを一歩進め、５０年先も１００年先もおいしいビールをつくり続けていけるよう、「ビール工場水源の森づくり」の取り組みを始めました。２００４年は、滋賀工場の水源地である、琵琶湖東部の森林に植林や、その後の下草刈りなどのフォローを実施しています。


そして、さらに今後は、水源の森づくりの活動を早めるとともに、キリングループの取り組みに広げ、また、地域の方々とともに、大切な水資源を次世代に引き継いでいけるよう、活動を展開していくこととしました。





キリングループのスローガン「うれしいを、つぎつぎと。」に込めた思いは、人も自然も社会も「うれしい」状態、いわば「持続可能な社会」に向けて、新しい価値を次々と提供していくことを目指したものです。持続可能な社会の実現に向けて、キリングループは総力をあげて積極的に取り組んでまいります。





キリンビールにとって、環境保全の取り組みは極めて重要な課題です。ビール・発泡酒の製造・販売にあたっては、自然の恵みである農産物と、大量の水を使い、副産物・廃棄物を排出し、お客様の飲用後は、空容器が発生します。このために、早くから排水の適正処理や、省エネ省資源、副産物・廃棄物の再資源化、空容器リサイクル、さらにＩＳＯ１４００１などのマネジメントシステムで管理するよう取り組んできました。


環境保全の取り組みにおいて、こうしたビール産業の特徴を踏まえ、キリンビールのありたい姿として制定したのが、「重点行動５つの柱」です。この５つの柱のうち、以下の２つのテーマについて具体的な取り組みをご紹介します。





容器包装の取り組み





キリンビールは、お客様に製品を提供するためにさまざまな容器を使用しています。ＬＣＡ※と社会的な総コスト低減を基本に、商品の特性、お客様の１回当たりの購入単位、主な販売店の形態、空容器回収の見込みなど総合的な観点で、容器の素材や流通での取扱い（リターナブルかワンウェイか）を決定しています。


大切な製品をお届けするための容器ですが、それを製造し、ビールを詰めて流通させるうえでも、もちろん環境に負荷がかかっています。他頻度にお買い求めいただくビールにおいては、1本あたりにするとわずかですが、びんや缶を軽量化することが、資源の節約だけではなく、製造・流通工程でのエネルギー消費も抑制できます。


キリンビールは、もっと薄くて軽くて丈夫な容器の開発に、さらなる創意工夫をし、持続可能な循環型社会の構築に向けて、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を推進していきます。





重点行動　５つの柱





軽量大びんの切り替え完了





左：従来びん　右：軽量びん




















